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ゼロ・エミッション・スクーターのゼロ・エミッション・スクーターのゼロ・エミッション・スクーターのゼロ・エミッション・スクーターの 

コンセプトモデルをコンセプトモデルをコンセプトモデルをコンセプトモデルを 

世界で初めて発表！世界で初めて発表！世界で初めて発表！世界で初めて発表！  
 
KTM Sportmotorcycle AG 社では社では社では社では “Zero Emission Sportmotorcycle

（ゼロ・エミッション・スポーツモーターサイクル＝完全に無公害の（ゼロ・エミッション・スポーツモーターサイクル＝完全に無公害の（ゼロ・エミッション・スポーツモーターサイクル＝完全に無公害の（ゼロ・エミッション・スポーツモーターサイクル＝完全に無公害の

スポーツバイク）スポーツバイク）スポーツバイク）スポーツバイク）”というコンセプトを、きわめて洗練されたエンジというコンセプトを、きわめて洗練されたエンジというコンセプトを、きわめて洗練されたエンジというコンセプトを、きわめて洗練されたエンジ

ニアリング技術ニアリング技術ニアリング技術ニアリング技術とととと、全く新しい外観、全く新しい外観、全く新しい外観、全く新しい外観によって完成させましたが、今によって完成させましたが、今によって完成させましたが、今によって完成させましたが、今

回、回、回、回、 都市近郊の環境下でさらにその可能性を追求する新作都市近郊の環境下でさらにその可能性を追求する新作都市近郊の環境下でさらにその可能性を追求する新作都市近郊の環境下でさらにその可能性を追求する新作としとしとしとし

てててて、、、、“E-SPEED” を世界で初めて、第を世界で初めて、第を世界で初めて、第を世界で初めて、第 40 回東京モーターサイクル回東京モーターサイクル回東京モーターサイクル回東京モーターサイクル

ショーで披露し、ショーで披露し、ショーで披露し、ショーで披露し、3 月月月月 22 日から日から日から日から 24 日までの日までの日までの日までの 3 日間、展示日間、展示日間、展示日間、展示いたいたいたいたしししし

ます。ます。ます。ます。 
 
オーストリアを本拠にエクストリームなモーターサイクルを製造す

る KTM（ KTM ジャパン・03-3527-8885）は、3月 22日から開催

される第 40回東京モーターサイクルショーにおいて、ゼロ・エミッ

ション・スポーツモーターサイクルの最新コンセプトモデルとし

て、”E-speed”を世界で初めて公開、プレス向けの発表を KTMモ

ーターサイクル AG（オーストリア本社）のステファン・ピエラとデザ

イナーのゲラルド・キスカが行います。 

 
今回発表となる “E-SPEED”は、全く無公害であることはもちろん、

KTMらしさに溢れた独創的な個性と、最先端の技術を駆使して作

り上げられており、かつライディングの楽しみにあふれる、スクー

ターの未来を語るモデルです。 

2010年に発表された“Freeride-E”（フリーライド-E）もまた、排気ガ

スによる環境汚染が全くなく、またほぼ無音に近いほどに静音な

モーターサイクルですが、今回発表となる “E-SPEED”は、スポー

ツモーターサイクルの製造・開発に集中してきた KTMならではの

ライディングプレジャーを発揮し、フリーライド-Eと同様のバッテリ

ーおよびパワートレインを搭載したゼロ・エミッションコンセプトで、

都市近郊地域でのニーズに応えられるような概念を提案したもの

です。 
 
“E-SPEED”は水冷式の、最大トルク 36Nm、定格平均出力 11kw

の永久磁石同期モーター を搭載し、ベルトドライブ機構を通じて

リアホイールを駆動します。電力は最先端のリチウムイオン・バッ

テリーをパッケージ化して搭載。4.36kwhの最大容量を誇るバッ

テリーは、欧州標準の 220V家庭用電源を使用して 2時間以内

に完全充電させることが可能です。電気モーターの特性に違わ

ぬパワフルな加速力と、わずか 140kgにおさめられた軽量なパ

ッケージにより、 “E-SPEED”は都市近郊の往来をきわめて敏捷に

走り抜けることを可能にしつつ、その車体はほぼ無音でありまた

完全に無公害に仕上げられているのです。 

『 ‘E-SPEED’や ‘Freeride-E’といった商品は、社会の中に二輪車が

改めて受け入れられる時代の接近を加速することになるだろう』

と Stefan Pierer は説明します。 

『それはただ単に環境に対して優しいからというだけではないの

です。それ以上に、これらのモデルが持つ取り扱いの簡便さや驚

くべき能力、そして何よりも本質的な楽しさが、二輪車の復権に資

するはずでしょう』。 
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KTM “E-SPEED” は、一目見て受ける外観の印象からも明らかな

ように、スポーツ・モビリティとしての志に溢れています。KTMの

力強いパートナーでもあるデザイナー、 Gerald Kiska（ゲラルド=

キスカ）の手による、全く個性的な技術的解決と、まさに他の追随

を許さないスタイリングが、そのイメージを創り上げました。 

すべての KTMの車両と、それを形作る部品一点一点もが、必ず

美学的な思想と構造上の機能とを兼ね備えていなくてはいけな

い、という彼のモットーが、このモデルの隅々にまで表現されてい

ます。 “E-SPEED”のシャシー構成やボディーワークは、整然としな

がらも偶像的ともいえる、まさに高級感あるスタイルとしてまとめ

上げられています。 
 
KTMのコンセプトモデル、“E-SPEED"は、古典的なスクーターを全

く革新的なレベルに昇華させただけのデザインスタディではあり

ません。肝心な目的は、生活空間の中にスポーツする楽しみと都

市近郊型の移動手段とを兼ね備えた将来型の移動手段への期

待を満たすことにあります。 
 
KTMは電動のモーターサイクルが軽量で、敏捷さを兼ね備えつ

つ、ライディングの楽しみを損なわないことを改めて世に示し、そ

の将来性を明るく照らし出しています。電動のパワートレインとラ

イディングの楽しみ、環境問題への真摯な対応は、私たちが掲げ

る “Ready to Race” というポリシーとの間に何の矛盾も起こしませ

ん。私たちは今後もこのような全く新しいコンセプトを発表、実現

し、モーターサイクルを通したエキサイティングな提案をし続けて

参ります。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

＞参考 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【電動スポーツバイク】FREERIDE E 
 
2010年、同じ東京モーターサイクルショーで、KTMと

して初めての電動モーターサイクル、“Freeride-E（フリ

ーライド-E）”がオフロード・バージョンおよびスーパー

モト・バージョンの 2種類のスタイリングで披露されま

した。この 2機種のモデルは、当時まだプロトタイプと

しての発表でしたが、世界中のファンに熱狂を持って

迎えられました。翌 2011年、このコンセプトモデルは

オーストリア運輸相によって“State Prize Mobility”（移

動手段に対する国家表彰） として表彰され、2012年

には、そのオフロードバージョンが“Freeride-E”として

マッティグホーフェンの製造ラインから旅立っていま

す。KTMではマッティグホーフェンの本社からほど近

い場所に専用のオフロードパークを開設。コンセプト

モデルは実際の市場導入に向けて今もなお試験運用

とテストが行われています。 
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■主要諸元 
最高速度最高速度最高速度最高速度 85km/h 

航続可能距離航続可能距離航続可能距離航続可能距離 60km 

定格出力定格出力定格出力定格出力 11kW 

最大最大最大最大トルクトルクトルクトルク 36Nm 

エンジンエンジンエンジンエンジン形式形式形式形式 永久磁石同期永久磁石同期永久磁石同期永久磁石同期モーターモーターモーターモーター 

冷却方式冷却方式冷却方式冷却方式 水冷水冷水冷水冷 

出力装置出力装置出力装置出力装置 ベルトベルトベルトベルト駆動駆動駆動駆動、、、、二次減速装置付二次減速装置付二次減速装置付二次減速装置付きききき 

最終減速比最終減速比最終減速比最終減速比 8,6:1 (出力軸出力軸出力軸出力軸 :リアホイールリアホイールリアホイールリアホイール) 

スロットルスロットルスロットルスロットル操作操作操作操作 『『『『ライド・バイ・ワイヤライド・バイ・ワイヤライド・バイ・ワイヤライド・バイ・ワイヤ』』』』機構機構機構機構 

バッテリーレイアバッテリーレイアバッテリーレイアバッテリーレイア

ウトウトウトウト 

高電圧高電圧高電圧高電圧リチウムイオンバッテリーリチウムイオンバッテリーリチウムイオンバッテリーリチウムイオンバッテリー、、、、バッテリーバッテリーバッテリーバッテリー

マネジメントシステムマネジメントシステムマネジメントシステムマネジメントシステム（（（（BMS））））内蔵内蔵内蔵内蔵。。。。空冷式格空冷式格空冷式格空冷式格

納機納機納機納機（（（（格納外殻格納外殻格納外殻格納外殻はははは車体骨格車体骨格車体骨格車体骨格のののの一部一部一部一部をなすをなすをなすをなす）。）。）。）。 

シャシーシャシーシャシーシャシー 複数複数複数複数のののの素材素材素材素材によるによるによるによる複合構造複合構造複合構造複合構造。。。。パイプフレームにパイプフレームにパイプフレームにパイプフレームに

よるフロントエンドよるフロントエンドよるフロントエンドよるフロントエンド、、、、バッテリーハウジングバッテリーハウジングバッテリーハウジングバッテリーハウジング兼兼兼兼

用用用用のメインフレームのメインフレームのメインフレームのメインフレーム部分部分部分部分、、、、リアエンドリアエンドリアエンドリアエンド部分部分部分部分 

軸距軸距軸距軸距 1395mm 

車輛全高車輛全高車輛全高車輛全高 1058mm 

シートシートシートシート高高高高 830mm  

フットプレートフットプレートフットプレートフットプレート部部部部 325mm 

フロントサスペンフロントサスペンフロントサスペンフロントサスペン

ションションションション 

片持片持片持片持ちちちち式式式式、、、、単筒式単筒式単筒式単筒式 

フロントサスペンフロントサスペンフロントサスペンフロントサスペン

ショントラベルショントラベルショントラベルショントラベル 

90mm 

リアサスペンショリアサスペンショリアサスペンショリアサスペンショ

ンンンン 

片持片持片持片持ちちちち式式式式スイングアームスイングアームスイングアームスイングアーム、、、、リンクリンクリンクリンク機構付機構付機構付機構付ショッショッショッショッ

クアブソーバークアブソーバークアブソーバークアブソーバー 

リアサスペンショリアサスペンショリアサスペンショリアサスペンショ

ントラベルントラベルントラベルントラベル 

90mm 

リアサスペンショリアサスペンショリアサスペンショリアサスペンショ

ンンンン減衰機構減衰機構減衰機構減衰機構 

プログレッシブ・ダンパープログレッシブ・ダンパープログレッシブ・ダンパープログレッシブ・ダンパー 

フロントホイールフロントホイールフロントホイールフロントホイール 3,50”x14” アルミアルミアルミアルミ鋳造鋳造鋳造鋳造 

フロントタイヤフロントタイヤフロントタイヤフロントタイヤ 120/70 R14  

リアホイールリアホイールリアホイールリアホイール 4,50”x14” アルミアルミアルミアルミ鋳造鋳造鋳造鋳造 

リアタイヤリアタイヤリアタイヤリアタイヤ 160/60 R14 

車輛重量車輛重量車輛重量車輛重量 約約約約 140kg 

フロントブレーキフロントブレーキフロントブレーキフロントブレーキ

ディスクディスクディスクディスク 

シングル・ディスクシングル・ディスクシングル・ディスクシングル・ディスク、、、、 220mm 

フロントブレーキフロントブレーキフロントブレーキフロントブレーキ

キャリパーキャリパーキャリパーキャリパー 

P2x34 ラジアルマウントタイプラジアルマウントタイプラジアルマウントタイプラジアルマウントタイプ 

フロントブレーキフロントブレーキフロントブレーキフロントブレーキ

マスターシリンダマスターシリンダマスターシリンダマスターシリンダ

ーーーー 

10x16 リザーバータンクリザーバータンクリザーバータンクリザーバータンク一体式一体式一体式一体式 

リアブレーキディリアブレーキディリアブレーキディリアブレーキディ

スクスクスクスク 

220mm 

リアブレーキキャリアブレーキキャリアブレーキキャリアブレーキキャ

リパーリパーリパーリパー 

P2x34 ラジアルマウントタイプラジアルマウントタイプラジアルマウントタイプラジアルマウントタイプ 

リアブレーキマスリアブレーキマスリアブレーキマスリアブレーキマス

ターシリンダーターシリンダーターシリンダーターシリンダー 

11x17,7 リザーバータンクリザーバータンクリザーバータンクリザーバータンク一体式一体式一体式一体式 

操作方法操作方法操作方法操作方法 フットレバーなしフットレバーなしフットレバーなしフットレバーなし（（（（前前前前ブレーキはブレーキはブレーキはブレーキは右右右右ハンドルバハンドルバハンドルバハンドルバ

ーにーにーにーに、、、、後後後後ブレーキはブレーキはブレーキはブレーキは左左左左ハンドルバーにハンドルバーにハンドルバーにハンドルバーに）））） 

ABS機構機構機構機構 前後独立式前後独立式前後独立式前後独立式 

回生回生回生回生ブレーキブレーキブレーキブレーキ エンジンエンジンエンジンエンジン/ECU制御制御制御制御によるによるによるによる回生回生回生回生システムをシステムをシステムをシステムを搭載搭載搭載搭載 

座席座席座席座席 2人乗人乗人乗人乗りりりり 
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メディア関係者各位メディア関係者各位メディア関係者各位メディア関係者各位 

この件に関するお問い合わせ： KTM JAPAN 株式会社 担当：野口野口野口野口 

〒135-0063 東京都江東区有明 2-5-7 TOC 有明ウエストタワー9F  

TEL: 03-3527-8885 FAX: 03-3527-8890 HP: http://www.ktm-japan.co.jp/  

 


